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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 7,698 58.5 327 ― 330 ― 260 ―

22年3月期第2四半期 4,857 △43.7 △595 ― △629 ― △414 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 78.81 ―

22年3月期第2四半期 △125.51 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 14,002 5,152 36.7 1,556.68
22年3月期 12,132 4,982 40.9 1,504.06

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  5,137百万円 22年3月期  4,963百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
23年3月期 ― 15.00

23年3月期 
（予想）

― 15.00 30.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,500 31.0 350 ― 340 ― 260 ― 78.81



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 3,300,000株 22年3月期  3,300,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  ―株 22年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 3,300,000株 22年3月期2Q 3,300,000株
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当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）におけるわが国経済は、新興国

などの海外経済の改善を背景に企業の設備投資が持ち直すなど、緩やかに回復してまいりました。しか

しながら、米国や欧州経済の景気減速懸念、急激な円高など、景気の先行き不透明感が高まっておりま

す。 

このような事業環境のもと、当社グループの売上高は7,698百万円（前年同期比58.5％増）となりま

した。これは、非製造業の市場開拓に取り組んだことと、政府による経済対策の効果や新興国などの海

外経済の改善に伴う半導体需要の増加によるものであります。 

また、利益面におきましては、売上高の回復及び継続的なコストダウンの効果もあり、営業利益は

327百万円（前年同期は595百万円の損失）、経常利益は330百万円（前年同期は629百万円の損失）、四

半期純利益は260百万円（前年同期は414百万円の損失）となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。  

デバイス＆コンポーネント製品では、半導体業界の設備投資が増加した影響を受けて、これらの製

造装置向け製品の販売が好調に推移いたしました。また、デジタルサイネージ（電子看板）及びセキ

ュリティ市場においてコンパクトな産業用パソコンが高い評価を受け、これらの市場からの引合いが

好調に推移しております。 

ソリューション＆サービス製品では、セキュリティシステムの売上が順調に推移いたしました。ま

た、太陽光発電データ計測システムの販売が好調でした。 

この結果、売上高は4,034百万円、営業利益113百万円となりました。 

  

当事業では、旺盛な半導体需要に支えられて、株式会社ダイフク向けの物流システム用制御装置の

売上が好調に推移いたしました。また、同社以外からの電子機器の組立業務や基板実装などの売上も

順調でした。 

この結果、売上高は3,664百万円、営業利益223百万円となりました。 

  

資産は14,002百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,869百万円増加いたしました。これは主に

棚卸資産の増加1,371百万円、売上債権の増加363百万円、現金及び預金の増加123百万円でありま

す。 

負債は8,849百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,699百万円増加いたしました。これは主に仕

入債務の増加1,562百万円であります。 

純資産は5,152百万円となり、前連結会計年度末に比べ170百万円増加いたしました。これは主に四

半期純利益260百万円の計上、配当金49百万円の支払等による利益剰余金の増加210百万円、為替換算

調整勘定の減少21百万円であります。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

① 電子機器事業

② ＥＭＳ事業

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 資産・負債及び純資産の状況
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当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計

年度末に比べ123百万円増加し、2,733百万円となりました。当第2四半期連結累計期間における各キ

ャッシュ・フローの状況と主な増減要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

営業活動の結果得た資金は252百万円となりました。主な内訳は税金等調整前四半期純利益が321百

万円、仕入債務増加による1,571百万円の収入、棚卸資産増加による1,373百万円の支出、売上債権増

加による370百万円の支出であります。  

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は57百万円となりました。主な内訳は固定資産取得による55百万円の

支出、固定資産除却に伴う4百万円の支出であります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は50百万円となりました。主な内訳は配当金の支払による49百万円の

支出であります。 

  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年５月13日の決算発表時に公表しました平成23年3月期の通期連結

業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日公表しております「平成23年３月期第２四半

期累計期間の業績予想と実績値との差異及び平成23年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご参照ください。  

  

② キャッシュ・フローの状況

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法  

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。
  

② 棚卸資産の評価方法 

 当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 
  

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 
  

④ 経過勘定項目の算定方法 

 固定費的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少のものについては、合理的な算定方法による概

算額で計上する方法によっております。 
  

⑤ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化が

認められるため、財務諸表利用者の判断を誤らせない範囲において、前連結会計年度末の検討におい

て使用した業績予測やタックス・プランニングに当該変化による影響を加味したものを使用しており

ます。 

  

① 会計処理基準に関する事項の変更 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

 この変更に伴う損益への影響は軽微であります。 
  

② 表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第２四

半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,733,749 2,610,231

受取手形及び売掛金 3,456,459 3,092,954

商品及び製品 1,654,978 1,324,627

仕掛品 1,193,188 598,968

原材料及び貯蔵品 1,509,037 1,062,080

繰延税金資産 35,179 －

その他 160,458 120,916

貸倒引当金 △78 △86

流動資産合計 10,742,973 8,809,692

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 980,131 1,015,685

機械装置及び運搬具（純額） 19,661 21,611

工具、器具及び備品（純額） 48,885 50,433

土地 1,389,919 1,389,919

リース資産（純額） 12,200 4,559

有形固定資産合計 2,450,798 2,482,208

無形固定資産   

ソフトウエア 264,262 250,069

その他 14,496 48,326

無形固定資産合計 278,758 298,396

投資その他の資産   

投資有価証券 175,853 195,693

繰延税金資産 396 －

その他 353,740 346,673

投資その他の資産合計 529,990 542,367

固定資産合計 3,259,547 3,322,971

資産合計 14,002,521 12,132,663

㈱コンテック(6639)平成23年３月期 第２四半期決算短信

― 5 ―



(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,076,169 2,513,575

短期借入金 1,250,000 1,250,000

関係会社短期借入金 1,000,000 1,000,000

1年内返済予定の長期借入金 800,000 －

リース債務 3,760 1,563

未払法人税等 111,486 21,392

その他 348,961 333,499

流動負債合計 7,590,377 5,120,031

固定負債   

長期借入金 800,000 1,600,000

リース債務 8,439 2,995

繰延税金負債 1,672 6,164

退職給付引当金 400,035 370,853

その他 49,115 50,186

固定負債合計 1,259,262 2,030,200

負債合計 8,849,640 7,150,231

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,119,600 1,119,600

資本剰余金 669,600 669,600

利益剰余金 3,539,012 3,328,437

株主資本合計 5,328,212 5,117,637

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △37,902 △22,553

繰延ヘッジ損益 △344 －

為替換算調整勘定 △152,934 △131,680

評価・換算差額等合計 △191,181 △154,234

少数株主持分 15,849 19,028

純資産合計 5,152,880 4,982,431

負債純資産合計 14,002,521 12,132,663
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 4,857,896 7,698,420

売上原価 3,978,408 5,915,747

売上総利益 879,487 1,782,672

販売費及び一般管理費   

販売費 710,323 735,289

一般管理費 764,818 720,121

販売費及び一般管理費合計 1,475,141 1,455,411

営業利益又は営業損失（△） △595,654 327,261

営業外収益   

受取利息 1,308 1,467

受取配当金 2,139 2,226

受取賃貸料 7,412 18,160

為替差益 － 8,600

その他 6,068 3,967

営業外収益合計 16,929 34,422

営業外費用   

支払利息 43,954 30,595

為替差損 1,563 －

その他 5,265 690

営業外費用合計 50,783 31,285

経常利益又は経常損失（△） △629,507 330,398

特別利益   

固定資産売却益 17,024 865

関係会社出資金売却益 211,714 －

貸倒引当金戻入額 3,199 5

保険解約返戻金 9,346 －

特別利益合計 241,284 870

特別損失   

固定資産除却損 363 8,889

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,353

特別退職金 16,799 －

特別損失合計 17,163 10,242

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△405,386 321,025

法人税、住民税及び事業税 8,998 98,900

法人税等調整額 － △35,336

法人税等合計 8,998 63,563

少数株主損益調整前四半期純利益 － 257,461

少数株主損失（△） △203 △2,612

四半期純利益又は四半期純損失（△） △414,181 260,074
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△405,386 321,025

減価償却費 132,105 99,897

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,336 △5

退職給付引当金の増減額（△は減少） 29,060 15,893

受取利息及び受取配当金 △3,448 △3,693

支払利息 43,954 30,595

為替差損益（△は益） 33 1,859

関係会社出資金売却損益（△は益） △211,714 －

有形固定資産除却損 363 8,889

有形固定資産売却損益（△は益） △17,024 △865

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,353

特別退職金 16,799 －

売上債権の増減額（△は増加） 561,931 △370,970

たな卸資産の増減額（△は増加） 399,918 △1,373,368

仕入債務の増減額（△は減少） △280,673 1,571,553

その他 △352,667 △7,774

小計 △90,083 294,389

利息及び配当金の受取額 2,667 3,527

利息の支払額 △42,120 △30,201

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 87,584 △7,996

特別退職金の支払額 △16,799 △7,173

営業活動によるキャッシュ・フロー △58,752 252,544

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △34,747 △12,353

有形固定資産の売却による収入 43,470 1,268

無形固定資産の取得による支出 △10,207 △43,137

固定資産の除却による支出 － △4,070

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の売却に
よる収入

374,316 －

その他 56,263 969

投資活動によるキャッシュ・フロー 429,095 △57,323

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 959,255 －

配当金の支払額 △72,442 △49,434

少数株主からの払込みによる収入 24,912 －

リース債務の返済による支出 △781 △1,147

財務活動によるキャッシュ・フロー 910,942 △50,581

現金及び現金同等物に係る換算差額 20,914 △21,120

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,302,200 123,518

現金及び現金同等物の期首残高 2,245,253 2,610,231

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,547,453 2,733,749
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

当社及び連結子会社の事業は、コンピューター及びその関連機器の開発、製造、加工、販売を行う単

一事業であります。従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しておりま

す。 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

 ２ 本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

 (1) 北米…………米国 

 (2) アジア………中国、台湾 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

日本 北米 アジア 計
消去 

又は全社
連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 4,629,635 36,045 192,215 4,857,896 ― 4,857,896

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

62,855 3,195 400,845 466,896 (466,896) ―

計 4,692,490 39,241 593,060 5,324,792 (466,896) 4,857,896

営業損失(△) △520,851 △15,273 △57,110 △593,235 (2,418) △595,654

【海外売上高】
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（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17

号 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準

適用指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。 

 当社グループは、当社については事業部別の事業セグメント、子会社については会社単位別の事業セ

グメントから構成されております。これらの各事業セグメントを製品・サービス別に集約し、「電子機

器事業」及び「ＥＭＳ事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 「電子機器事業」は、デバイス＆コンポーネント製品及びソリューション＆サービス製品の開発、製

造、販売を行っております。「ＥＭＳ事業」は、制御盤、制御モジュール、ワイヤハーネス及び電子機

器の基板実装等の製造、販売を行っております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注) １ セグメント利益の調整額△8,954千円には、棚卸資産の調整額△16,934千円及びセグメント間取引消去 

7,980千円が含まれております。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント 調整額 
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２電子機器事業 ＥＭＳ事業 合計

売上高

  外部顧客への売上高 4,034,155 3,664,265 7,698,420 ― 7,698,420

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

676,422 2,250,536 2,926,958 △2,926,958 ―

計 4,710,577 5,914,801 10,625,378 △2,926,958 7,698,420

セグメント利益 113,118 223,097 336,215 △8,954 327,261

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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